
10

20

30

40

50

JP 2020-198404 A5 2022.3.9(1)

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 3 月 9 日 ( 2 0 2 2 . 3 . 9 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 0 - 1 9 8 4 0 4 ( P 2 0 2 0 - 1 9 8 4 0 4 A )
【 公 開 日 】 令 和 2 年 1 2 月 1 0 日 ( 2 0 2 0 . 1 2 . 1 0 )
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2 0 2 0 - 0 5 0
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 1 9 - 1 0 5 0 9 4 ( P 2 0 1 9 - 1 0 5 0 9 4 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｃ 7 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ３ Ｃ 8 / 1 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ３ Ｃ 8 / 1 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ９ Ｄ 2 0 1 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ９ Ｄ 5 / 2 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ９ Ｄ 7 / 6 1 ( 2 0 1 8 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｃ 7 / 0 0 ３ ２ ４  　 　 　
　 Ｃ ０ ３ Ｃ 8 / 1 4 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ３ Ｃ 8 / 1 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ９ Ｄ 2 0 1 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ９ Ｄ 5 / 2 4 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ９ Ｄ 7 / 6 1 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 3 月 1 日 ( 2 0 2 2 . 3 . 1 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 厚 膜 抵 抗 体 用 組 成 物 、 厚 膜 抵 抗 体 用 ペ ー ス ト 、 お よ び 厚 膜 抵 抗 体 は 、 有 害 な 鉛 を  
含 有 す る こ と な く 、 抵 抗 値 が 高 く 、 か つ 、 電 流 ノ イ ズ が 小 さ い と い う 、 良 好 な 電 気 的 特 性  
を 発 揮 す る こ と が で き る た め 、 従 来 の 鉛 を 含 む 厚 膜 抵 抗 体 用 ペ ー ス ト に 代 替 す る こ と で 、  
環 境 汚 染 の 問 題 の な い チ ッ プ 抵 抗 器 や ハ イ ブ リ ッ ド Ｉ Ｃ な ど の 抵 抗 部 品 を 提 供 で き る た め  
、 そ の 工 業 的 価 値 は き わ め て 大 き い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
以 下 、 本 発 明 の 厚 膜 抵 抗 体 用 組 成 物 、 厚 膜 抵 抗 体 用 ペ ー ス ト 、 お よ び 厚 膜 抵 抗 体 に つ い て  
、 詳 細 に 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
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ス テ ア タ イ ト は 、 そ の 添 加 に よ り 、 厚 膜 抵 抗 体 の 抵 抗 値 を 上 昇 さ せ 、 か つ 、 電 流 ノ イ ズ を  
低 減 さ せ る 機 能 を 発 揮 す る 。 ス テ ア タ イ ト に は 、 ガ ラ ス 粒 子 間 に 集 ま っ た 導 電 粒 子 同 士 が
焼 成 工 程 で 起 こ る ガ ラ ス の 溶 融 、 流 動 に よ っ て 凝 集 す る の を 低 減 さ せ る 働 き が あ る 。 ス テ  
ア タ イ ト は ガ ラ ス と 濡 れ や す く 、 熱 膨 張 係 数 が 大 き い こ と が こ の 働 き を 高 め て い る も の と  
考 え ら れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
ま ず 、 厚 膜 抵 抗 体 用 ペ ー ス ト を 基 板 に 塗 布 す る 塗 布 工 程 を 行 う 。 す な わ ち 、 ア ル ミ ナ な ど  
の セ ラ ミ ッ ク 基 板 上 に 銀 （ Ａ ｇ ） 、 パ ラ ジ ウ ム （ Ｐ ｄ ） な ど か ら な る 電 極 を 形 成 し 、 そ の  
上 に 、 本 発 明 の 厚 膜 抵 抗 体 用 ペ ー ス ト を 、 ス ク リ ー ン 印 刷 な ど の 手 段 に よ り 塗 布 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
［ 厚 膜 抵 抗 体 用 ペ ー ス ト の 作 製 ］
厚 膜 抵 抗 体 の 目 標 と す る 、 焼 成 後 の 膜 厚 を ７ μ ｍ ～ ９ μ ｍ 、 面 積 抵 抗 値 を １ ０ ｋ Ω （ ± ２  
０ ％ ） 、 ３ ３ ｋ Ω （ ± ２ ０ ％ ） 、 １ ０ ０ ｋ Ω （ ± ２ ０ ％ ） に 設 定 し 、 実 施 例 １ ～ ３ 、 お よ  
び 、 比 較 例 １ ～ ３ と し て 、 上 述 し た 導 電 性 粉 末 、 ガ ラ ス フ リ ッ ト 、 お よ び ス テ ア タ イ ト を  
、 １ ７ ． ５ 質 量 ％ 、 ７ ７ ． ５ 質 量 ％ 、 お よ び ５ ． ０ 質 量 ％ の 割 合 で 含 有 す る 厚 膜 抵 抗 体 用  
組 成 物 ６ ０ 質 量 ％ と 、 有 機 ビ ヒ ク ル ４ ０ 質 量 ％ と を 混 合 し 、 ３ 本 ロ ー ル ミ ル で 混 練 し て 、
厚 膜 抵 抗 体 用 ペ ー ス ト を 作 製 し た 。 厚 膜 抵 抗 体 用 組 成 物 の 組 成 を 表 １ に 示 す 。
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